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　当社は、平成18年９月22日開催の取締役会において、本年４月18日に公表いたしました平成

19年２月期(平成18年３月１日から平成19年２月28日まで)の中間期及び通期の業績予想、なら

びに中間配当及び平成19年５月開催予定の第52期定時株主総会において承認されることを条件

として当期末の１株当たり配当予想について、下記のとおり修正することを承認いたしました

のでお知らせいたします。

記

１.業績予想の修正

(1) 平成19年２月期中間業績予想数値の修正(平成18年３月１日～平成18年８月31日)
(単位：百万円，％)

(ご参考)

前期(平成18年２月中間期実績)

(2) 平成19年２月期通期業績予想数値の修正(平成18年３月１日～平成19年２月28日)
(単位：百万円，％)

(ご参考)

　前期(平成18年２月期実績)

営業収益 経常利益 中間純利益

２００６年（平成１８年）９月２２日　

中間期・通期業績予想の修正ならびに配当予想に関するお知らせ

前 回 発 表 予 想 (A) ２０２,７５０ ３,０５０ △　１,１７０

今 回 修 正 予 想 (B) ２０８,０００ ４,１００ △　５７０

増 減 額 (B-A) ５,２５０ １,０５０ ６００

増 減 率 (%) ２．６ ３４．４ －　

１９６,７０４ ３,０２８ １,６３６

営業収益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想 (A) ４０７,０００ ６,３００ ６３０

今 回 修 正 予 想 (B) ４１３,０００ ７,８００ １,５００

増 減 額 (B-A) ６,０００ １,５００ ８７０

増 減 率 (%) １．５ ２３．８ １３８．１

３９８,３１９ ６,０４９ ２,８５４



２.修正の理由

(1) 中間期について

　当中間期は「第二次中期三ヵ年計画」の２年目にあたり、「15の改革」が全社的に浸透し

着実に成果をあげております。その結果、既存店の売上が前期に引き続き順調に推移すると

ともに、生産性の向上を目的とした諸施策を実行し、更にコスト改革・ロス改善を進めたこ

とにより、経常利益は計画比１，０５０百万円の増加となる見込みであります。

　なお、当期首において減損損失４，５２９百万円を計上したことから中間期は純損失とな

りますが、経常利益の増加にともない、中間純損失は計画比６００百万円改善の５７０百万

円と見込まれます。

(2) 通期について

　通期においては競合が激化する中厳しい環境にありますが、引き続き改革・改善をスピー

ドアップさせ生産性を向上させることにより、上期の基調を維持することで上記記載のとお

り業績予想を修正しております。

３.配当予想の修正

　当社は、平成19年２月期中間業績予想数値の修正にともない、中間配当予想を普通配当７

円から10円とする旨平成18年９月22日開催の取締役会において承認いたしました。

　また、年間で普通配当を１株当たり14円と予想いたしておりましたが、通期の業績見通し

を総合的に勘案した結果、株主の皆様の日頃のご支援にお応えするため、年間の普通配当予

想を１株当たり14円から、平成19年５月開催予定の第52期定時株主総会において承認される

ことを条件として、期末普通配当を10円とし、年間20円に増額修正いたしたいと存じます。

　なお、前期は設立50周年・スーパーマーケット出店45周年記念として記念配当３円を加え

た合計17円の年間配当を実施いたしております。

平成19年２月期(第52期)の１株当たりの配当予想の修正

(ご参考)

 普通配当７円00銭  普通配当14円00銭

 記念配当３円00銭  記念配当３円00銭

１０円００銭 １７円００銭

(普通配当)

(普通配当)

(普通配当)

(普通配当)

１０円００銭

７円００銭

３円００銭

２０円００銭

１４円００銭

６円００銭

(普通配当)

３円００銭

７円００銭

(普通配当)

今 回 修 正 予 想 (B)

増 減 額 (B-A)

前期実績(平成18年２月期)

前 回 発 表 予 想 (A)
(平成18年４月18日)

以　上

中間配当 期末配当 年間配当

１０円００銭

(普通配当)

７円００銭


